
７月12日は「市の記念日」。秋田市は、今年で111歳を迎えました。
明治22年(1989)のこの日、初代秋田市役所が土手長町中丁(中通三丁目)に開庁。

しかし、初代庁舎は明治38年７月に全焼してしまいます。
写真は明治42年(1909)10月に建てられた土手長町上丁(千秋矢留町)の２代目庁舎。

通町橋交差点の現在ガソリンスタンドのある場所です。
前庁舎を懐かしく思い出されるかたも多いのではないでしょうか。

市役所と道路をはさんだ向かい側には消防署と教育委員会の建物もありました。
やがてこの庁舎も老朽化し、周辺町村との合併などで人口も増え手狭になったことから、

昭和39年(1964)10月、現在の地(山王一丁目)に建て替えられました。
小さい方の写真は昭和52年の同じ場所。街並みは少しずつ生まれ変わっています。
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●秋田の昔を、写真で振り返ります。

●赤れんが郷土館企画展～開館15周年記念～

問い合わせ

９月３日(日)まで開催中
午前９時30分～午後４時30分

赤れんが郷土館(２階企画展示室)
赤れんが郷土館q(864)6851

青い目の人形と昭和の子どもたち展 戦火をくぐり抜けた青い目の人形
11体と、昭和初期の子どもたちに関
する資料から、当時の子どもたちの生
活の様子、アメリカと日本の子どもた
ちによる人形を通した交流が果たした
役割について紹介します。

観覧料：大人200円 中学生以下無料

あきたノスタルジー
昭和52年の、上の写真と同じ場所

明治・大正・昭和の55年間、市政の中心を担った２代目秋田市役所(昭和31年撮影)


